(第一号)　和田　恒(建昭四)作詞

一　南薫桜花に訪うところ

　　陽炎ゆらぐ秀麗地

　　春秋古し筑紫野の

　　栄ある歴史の陰に似て

　　白熱赤子男子等の

　　壮大の意気天を衝く

二　教え受けたる学舎を

　　諸手を組んで背にすれば

　　見よ天空の北方に

　　白熱劫火ものかわと

　　金尖怒濤雷の

　　白龍躍り撤をはく

三　猛き心を千載に

　　残して行きし先人の

　　夢今正に現われて

　　国難此に迫る時

　　決然起る強者は

　　おお九州に我等あり
